
 ベトナムと⾔えば、多くの⼈は北部の⾸都ハノイや、南部の現代的で賑やかなホーチミンを ベトナムと⾔えば、多くの⼈は北部の⾸都ハノイや、南部の現代的で賑やかなホーチミンを
思い浮かべることでしょう。しかし、ベトナム中部に位置する静かで歴史的な街、フエはあまり知られていない思い浮かべることでしょう。しかし、ベトナム中部に位置する静かで歴史的な街、フエはあまり知られていない
かもしれません。私はフエで⽣まれ育ち、この街は私にとって⾮常に馴染み深い場所です。かもしれません。私はフエで⽣まれ育ち、この街は私にとって⾮常に馴染み深い場所です。
 フエと⾔えば、最初に紹介したいのは「フエの王宮」です。フエはベトナムの古都であり、現在も多くの歴史 フエと⾔えば、最初に紹介したいのは「フエの王宮」です。フエはベトナムの古都であり、現在も多くの歴史
的遺跡が残っています。その中でも、最も直感的に歴史を感じられる場所が王宮です。フエの王宮はかつて王族的遺跡が残っています。その中でも、最も直感的に歴史を感じられる場所が王宮です。フエの王宮はかつて王族
の住んでいたところであり、今でも多くの歴史的な建物が保存・修復されています。これらの建物は、昔の雰囲の住んでいたところであり、今でも多くの歴史的な建物が保存・修復されています。これらの建物は、昔の雰囲
気をそのまま感じることができる貴重な場所です。気をそのまま感じることができる貴重な場所です。
 王宮の周辺には、昔の⾐装をレンタルする店もあります。観光客は、これらの店で⾐ 王宮の周辺には、昔の⾐装をレンタルする店もあります。観光客は、これらの店で⾐
装を借りて王宮を⾒学し、その時代にタイムスリップしたかのような気分を味わうこと装を借りて王宮を⾒学し、その時代にタイムスリップしたかのような気分を味わうこと
ができます。フエを訪れた際には、ぜひこの体験をしてみてください。ができます。フエを訪れた際には、ぜひこの体験をしてみてください。
 王宮の他にも、フエには多くの魅⼒的なスポットがあります。例えば、王様の帝廟や 王宮の他にも、フエには多くの魅⼒的なスポットがあります。例えば、王様の帝廟や
お寺など、どれも⻑い歴史を感じさせる場所です。歴史に興味がある⽅には、各王の廟お寺など、どれも⻑い歴史を感じさせる場所です。歴史に興味がある⽅には、各王の廟
が特におすすめです。各廟には、その王の個性や芸術的なセンス、⽣活様式が⾊濃く反が特におすすめです。各廟には、その王の個性や芸術的なセンス、⽣活様式が⾊濃く反
映されており、⾒どころ満載です。映されており、⾒どころ満載です。
 フエは⼩さな街で賑やかではありませんが、古き良き魅⼒と静けさが漂っています。 フエは⼩さな街で賑やかではありませんが、古き良き魅⼒と静けさが漂っています。
もしベトナムを訪れる機会があれば、ハノイやホーチミンといった⼤都市だけでなく、もしベトナムを訪れる機会があれば、ハノイやホーチミンといった⼤都市だけでなく、
ぜひ⼀度フエにも⾜を運び、この街の特別な雰囲気を感じてみてください。ぜひ⼀度フエにも⾜を運び、この街の特別な雰囲気を感じてみてください。

Hãy cùng khám phá Việt Nam nhé!
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地域を変える

地域おこし協力隊 細野 達也さん
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